
＜化学療法予約箋＞

休薬

1000

AUC=

備考

終了後はメイン全開
製剤　ジェムザール： 200,1000mg/V   カルボプラチン：　50,150,450mg/V

③(側管)生食 100ml + ジェムザール   mg( 30分)

（必ず30分で滴下させること！）

④①(メイン)生食50mLの残液全開

　Day 8 は、WBC 2000未満、または血小板 7万未満であればｽｷｯﾌﾟする。
　DAY 2 に発熱が見られるが、38℃台ならｸｰﾘﾝｸﾞで対応すること。
　39℃以上ならボルタレン坐薬などの解熱剤を使用すること。

　DAY 8

①(メイン)生食50mL (ルート確保後フラッシュ分残す)

②(側管)生食100mL + オルガドロン (1.9mg) 4A   (30分)

②(側管)グラニセトロンバック+ オルガドロン (1.9mg) 2A+プロイメンド1V  (60分)
*末梢から投与の場合、プロイメンドによる血管炎予防に生食250mlを同時に流す

③(側管)5%TZ 250ml + カルボプラチン    mg  (60分) 

④生食 100ml + ジェムザール   mg (30分) 

（必ず30分で滴下させること！）

⑤①(メイン)生食50mLの残液全開

ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ

　DAY 1

①(メイン)生食50mL (ルート確保後フラッシュ分残す)

3週毎

施行日 DAY1 DAY8 ｼﾞｪﾑザール投与時血管痛対策のた
め温罨法ｼﾞｪﾑｻﾞｰﾙ

ｼﾞｪﾑｻﾞｰﾙ ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ塩酸塩 mg/㎡/day DAY 1.8
13日

ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 4 DAY 1

病名 卵巣癌

ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ

薬品名 成分名 基準値 施行日

プロトコール名 CBDCA ＋ GEM 

産婦人科２９


